
(57)【要約】

【課題】携帯機の電源電池の長寿命化ができる盗難防止

装置を提供すること。

【解決手段】車両の異常を検出する異常検出器３を設け

、異常検出器３から信号を得て車両の状態を監視し、間

欠的に信号を送信しかつ異常検出の際には即時に警報信

号を携帯機２に送信する車載ユニット１を設け、車載ユ

ニット１からの送信信号を受信して警報信号の際には使

用する人に警報する携帯機２を設け、携帯機２が内部に

電源電池２５を有するものである盗難防止装置において

、時間情報を得るための時間回路１４を車載ユニット１

に設け、昼夜で送信及び受信の間隔を変えるようにした

。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 の 異 常 を 検 出 す る 異 常 検 出 手 段 を 設 け 、 同 異 常 検 出 手 段 か ら 信 号 を 得 て 車 両 の 状 態 を
監 視 し 、 間 欠 的 に 信 号 を 送 信 し か つ 異 常 検 出 の 際 に は 即 時 に 警 報 信 号 を 携 帯 機 に 送 信 す る
車 載 ユ ニ ッ ト を 設 け 、 同 車 載 ユ ニ ッ ト か ら の 送 信 信 号 を 受 信 し て 警 報 信 号 の 際 に は 使 用 す
る 人 に 警 報 す る 携 帯 機 を 設 け 、 同 携 帯 機 が 内 部 電 源 を 有 す る も の で あ る 盗 難 防 止 装 置 に お
い て 、
時 間 情 報 を 得 る た め の 時 間 検 出 手 段 を 前 記 車 載 ユ ニ ッ ト に 設 け 、 昼 夜 で 送 信 及 び 受 信 の 間
隔 を 変 え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 盗 難 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 盗 難 防 止 装 置 に お い て 、
車 載 ユ ニ ッ ト の 昼 間 の 送 信 間 隔 を 夜 間 よ り 長 く し 、 車 載 ユ ニ ッ ト が 昼 夜 の 切 替 信 号 を 携 帯
機 に 送 信 し て 携 帯 機 の 昼 夜 の モ ー ド を 切 替 え る よ う に し 、 携 帯 機 の 昼 間 の 受 信 間 隔 を 夜 間
よ り 長 く し た こ と を 特 徴 と す る 盗 難 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 盗 難 防 止 装 置 に お い て 、
異 常 を 検 出 し た こ と を 車 両 の 周 囲 に 知 ら せ る た め の 防 犯 ア ラ ー ム を 設 け 、 昼 間 に 異 常 を 検
出 し た 際 の み 防 犯 ア ラ ー ム を 鳴 ら す よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 盗 難 防 止 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 さ れ た 盗 難 防 止 装 置 に お い て 、
車 載 ユ ニ ッ ト か ら 携 帯 機 に 定 期 的 に 時 間 情 報 を 送 信 し て 、 送 受 信 タ イ ミ ン グ の 同 期 を 取 る
よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 盗 難 防 止 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 異 常 が 検 出 さ れ る と そ の こ と を 車 両 側 か ら 受 信 し て 使 用 者 に 知 ら せ る 携 帯 機 の
消 費 電 流 を 抑 制 す る 盗 難 防 止 装 置 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 盗 難 防 止 装 置 は 、 携 帯 機 が 間 欠 的 に 受 信 す る こ と で 携 帯 機 の 消 費 電 流 を 抑 制 し 、 電
源 と な る 電 池 の 長 寿 命 化 を 行 っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ２ ０ ６ １ ６ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 第 ５ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 盗 難 防 止 装 置 で は 、 携 帯 機 に 求 め ら れ る 電 源 電 池 の 長 寿 命 化 に 対 し
て 十 分 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 携 帯 機 の 電
源 電 池 の 長 寿 命 化 が で き る 盗 難 防 止 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 車 両 の 異 常 を 検 出 す る 異 常 検 出 手 段
を 設 け 、 異 常 検 出 手 段 か ら 信 号 を 得 て 車 両 の 状 態 を 監 視 し 、 間 欠 的 に 信 号 を 送 信 し か つ 異
常 検 出 の 際 に は 即 時 に 警 報 信 号 を 携 帯 機 に 送 信 す る 車 載 ユ ニ ッ ト を 設 け 、 車 載 ユ ニ ッ ト か
ら の 送 信 信 号 を 受 信 し て 警 報 信 号 の 際 に は 使 用 す る 人 に 警 報 す る 携 帯 機 を 設 け 、 携 帯 機 が
内 部 電 源 を 有 す る も の で あ る 盗 難 防 止 装 置 に お い て 、 時 間 情 報 を 得 る た め の 時 間 検 出 手 段
を 車 載 ユ ニ ッ ト に 設 け 、 昼 夜 で 送 信 及 び 受 信 の 間 隔 を 変 え る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
手 段 と し た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 車 載 ユ ニ ッ ト の 昼 間 の 送 信 間 隔 を 夜 間 よ り 長 く し 、 車 載 ユ ニ ッ
ト が 昼 夜 の 切 替 信 号 を 携 帯 機 に 送 信 し て 携 帯 機 の 昼 夜 の モ ー ド を 切 替 え る よ う に し 、 携 帯
機 の 昼 間 の 受 信 間 隔 を 夜 間 よ り 長 く し た こ と を 特 徴 と す る 手 段 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 異 常 を 検 出 し た こ と を 車 両 の 周 囲 に 知 ら せ る た め の 防 犯 ア ラ ー
ム を 設 け 、 昼 間 に 異 常 を 検 出 し た 際 の み 防 犯 ア ラ ー ム を 鳴 ら す よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る 手 段 と し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 で は 、 車 載 ユ ニ ッ ト か ら 携 帯 機 に 定 期 的 に 時 間 情 報 を 送 信 し て 、 送 受
信 タ イ ミ ン グ の 同 期 を 取 る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 手 段 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 作 用 と 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 車 載 ユ ニ ッ ト に 設 け た 時 間 検 出 手 段 に よ っ て 、 昼 夜 で 車 載 ユ ニ
ッ ト の 間 欠 的 な 送 信 及 び 携 帯 機 の 受 信 の 間 欠 的 な 受 信 の 間 隔 を 変 え て 、 適 切 な 時 間 間 隔 に
し て 節 電 を 行 い 、 携 帯 機 の 消 費 電 流 を 抑 え て 、 携 帯 機 の 電 源 電 池 の 長 寿 命 化 が で き る 。 よ
っ て 、 電 源 電 池 の 交 換 や 充 電 の 手 間 を 減 ら し 、 よ り 使 用 し や す く 、 か つ 必 要 な 時 に 電 源 切
れ を 起 さ な い よ う に で き 、 よ り 安 心 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 盗 難 が 起 き に く い 昼 間 の 、 車 載 ユ ニ ッ ト の 送 信 間 隔 及 び 携 帯 機
の 受 信 間 隔 を 夜 間 よ り 長 く す る こ と に よ っ て 、 節 電 を 行 い 、 携 帯 機 の 消 費 電 流 を 抑 え て 、
携 帯 機 の 電 源 電 池 の 長 寿 命 化 が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 昼 間 に 異 常 を 検 出 す る と 防 犯 ア ラ ー ム を 鳴 ら す 。 昼 間 に 防 犯 ア
ラ ー ム を 鳴 ら し て も 周 囲 へ の 迷 惑 の 度 合 い 低 く 周 囲 の 人 に 異 常 を 検 出 し た こ と を 知 ら せ る
こ と が で き る 。 さ ら に 、 夜 間 に は 、 防 犯 ア ラ ー ム を 鳴 ら さ な い よ う に し て 、 周 囲 に 迷 惑 を
掛 け ず に 使 用 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 で は 、 車 載 ユ ニ ッ ト か ら 携 帯 機 に 定 期 的 に 時 間 情 報 を 送 信 し て 、 送 受
信 タ イ ミ ン グ の 同 期 を 取 る の で 、 間 欠 的 な 送 信 及 び 受 信 の 間 隔 を 長 く し て も 確 実 に 送 受 信
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 盗 難 防 止 装 置 を 実 現 す る 実 施 の 形 態 を 、 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ に 係 る 発 明
に 対 応 す る 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 実 施 例 ）
【 ０ ０ １ ６ 】
ま ず 、 構 成 を 説 明 す る 。
図 １ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 車 載 ユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ は 実 施 例 の 盗 難 防
止 装 置 の 携 帯 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 昼 夜 の 送 受 信 タ イ ミ
ン グ を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ４ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 車 載 ユ ニ ッ ト の 制 御 部 で の 警 報
に 関 す る 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。 図 ５ は 実 施 例 の 車 載 ユ ニ ッ ト の 定 期
的 な 送 信 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ６ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 携 帯
機 の 定 期 的 な 受 信 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ， ２ に お け る 主 要 符 号
を 説 明 す る と 、 １ は 車 載 ユ ニ ッ ト 、 １ １ は マ イ コ ン 、 １ ２ は 送 信 回 路 、 １ ３ は ア ン テ ナ 、
１ ４ は 時 計 回 路 （ 時 間 検 出 手 段 ） 、 ２ は 携 帯 機 、 ２ １ は マ イ コ ン 、 ２ ２ は 受 信 回 路 、 ２ ３
は ア ン テ ナ 、 ２ ４ は 表 示 器 、 ２ ５ は 電 源 電 池 、 ２ ６ は 警 報 機 、 ３ は 異 常 検 出 器 （ 異 常 検 出
手 段 ） 、 ４ は 防 犯 ア ラ ー ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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本 実 施 例 で は 、 盗 難 防 止 装 置 の 車 両 ユ ニ ッ ト を 車 両 に 搭 載 す る 。 車 載 ユ ニ ッ ト １ に は 、 使
用 す る 人 が 持 つ よ う に す る 携 帯 機 ２ へ 信 号 を 送 信 す る た め の 送 信 回 路 １ ２ 及 び ア ン テ ナ １
３ を 設 け 、 時 間 を 計 測 す る 時 計 回 路 を 設 け 、 こ れ ら の 制 御 を 行 う マ イ コ ン １ １ を 設 け る 。
こ の 車 両 に は 、 異 常 検 出 器 ３ を 設 け る 。 本 実 施 例 の 異 常 検 出 器 ３ は 、 認 証 な し に ド ア ロ ッ
ク ま た は ド ア を 開 け た こ と を 検 知 す る も の で あ り 、 異 常 を 検 出 し た 際 に は 信 号 を 発 す る も
の で あ る 。 ま た 、 こ の 車 両 に は 異 常 を 検 出 し た 際 に 周 囲 に 音 で 知 ら せ る 防 犯 ア ラ ー ム ４ を
設 け る 。 防 犯 ア ラ ー ム ４ は 、 車 両 の ホ ー ン を 防 犯 ア ラ ー ム ４ と し て 用 い る よ う に し て コ ス
ト を 抑 制 し て も よ い し 、 別 の ホ ー ン を 設 け る よ う に し て も よ い 。
車 両 に 設 け た 異 常 検 出 器 ３ 及 び 防 犯 ア ラ ー ム ４ は 車 載 ユ ニ ッ ト １ の マ イ コ ン １ １ に 接 続 す
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 使 用 す る 人 が 持 つ 携 帯 機 ２ は 、 車 載 ユ ニ ッ ト １ か ら の 信 号 を 受 信 す る た め の 受 信 回 路
２ ２ 及 び ア ン テ ナ ２ ３ を 設 け 、 使 用 す る 人 に 警 報 有 無 の 状 態 を 知 ら せ る た め の 表 示 器 ２ ４
を 設 け 、 異 常 検 出 の 際 に 使 用 す る 人 に 音 で 知 ら せ る 警 報 機 ２ ６ を 設 け 、 こ れ ら の 制 御 を 行
う マ イ コ ン ２ １ を 設 け る 。 ま た 、 携 帯 機 ２ に は 電 源 電 池 ２ ５ を 設 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 に 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
［ 車 載 ユ ニ ッ ト １ に お け る 異 常 監 視 の 制 御 ］
図 ４ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 車 載 ユ ニ ッ ト １ の マ イ コ ン １ １ で 実 行 さ れ る 異 常 監 視 処 理
の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 処 理 を ス タ ー ト さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 使 用 す る 人 の 設 定 や 操 作 に よ り 異 常 監 視 モ ー ド に な っ て い る か ど う
か を 判 断 し 、 異 常 監 視 モ ー ド に な っ て い る な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ３ に 移 行 し 、 異 常 監 視 モ ー
ド に な っ て い な い な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 異 常 検 出 器 ３ に よ っ て 不 正 な 動 作 で ド ア ロ ッ ク ま た は ド ア が 開 け ら
れ た か ど う か を 判 断 し 、 不 正 に ド ア ロ ッ ク ま た は ド ア が 開 け ら れ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ４
に 移 行 し 、 不 正 に ド ア ロ ッ ク ま た は ド ア が 開 け ら て い な い な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に 移 行 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 時 計 回 路 か ら の 時 間 情 報 に よ っ て 昼 間 で あ る か 夜 間 で あ る か を 判 断
し 、 昼 間 で あ る な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ５ に 移 行 し 、 夜 間 で あ る な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に 移 行
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で は 、 防 犯 ア ラ ー ム ４ を 作 動 さ せ て 警 報 音 を 発 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で は 、 送 信 回 路 １ ２ と ア ン テ ナ １ ３ に よ り 警 報 信 号 を 携 帯 機 ２ に 発 信 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ７ で は 、 処 理 を リ タ ー ン す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 車 載 ユ ニ ッ ト １ に お け る 昼 夜 モ ー ド の 制 御 ］
図 ５ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 車 載 ユ ニ ッ ト １ の マ イ コ ン １ １ で 実 行 さ れ る 昼 夜 モ ー ド 処
理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で は 、 処 理 を ス タ ー ト さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で は 、 時 計 回 路 の 時 間 情 報 に よ っ て 昼 間 で あ る か 夜 間 で あ る か を 判 断 し 、
昼 間 で あ る な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 移 行 し 、 夜 間 で あ る な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に 移 行 す る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ で は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 間 欠 的 な 送 信 時 間 の Ｏ Ｎ 時 間 を ｔ ２ よ り 短
い ｔ １ に し 、 Ｏ Ｆ Ｆ 時 間 を Ｔ ２ よ り 長 い Ｔ １ に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ で は 、 設 定 を 昼 モ ー ド に し た 信 号 を 携 帯 機 ２ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ で は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 間 欠 的 な 送 信 時 間 の Ｏ Ｎ 時 間 を ｔ １ よ り 長
い ｔ ２ に し 、 Ｏ Ｆ Ｆ 時 間 を Ｔ １ よ り 短 い Ｔ ２ に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ で は 、 設 定 を 夜 モ ー ド に し た 信 号 を 携 帯 機 ２ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ で は 、 処 理 を リ タ ー ン す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
［ 携 帯 機 に お け る 昼 夜 モ ー ド の 制 御 ］
図 ６ は 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 携 帯 機 ２ の マ イ コ ン ２ １ で 実 行 さ れ る 昼 夜 モ ー ド の 処 理 の
流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ １ で は 、 処 理 を ス タ ー ト さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ で は 、 昼 間 の 設 定 と な っ て い る 信 号 を 受 信 し た か ど う か を 判 断 し 、 受 信 し
た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 移 行 し 、 受 信 し な い な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ で は 、 間 欠 的 な 受 信 の 間 隔 、 つ ま り Ｏ Ｆ Ｆ 時 間 を Ｔ ’ ２ よ り 長 い Ｔ ’ １ に
変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ で は 、 夜 間 の 設 定 と な っ て い る 信 号 を 受 信 し た か ど う か を 判 断 し 、 受 信 し
た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ に 移 行 し 、 受 信 し な い な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ で は 、 間 欠 的 な 受 信 の 間 隔 、 つ ま り Ｏ Ｆ Ｆ 時 間 を Ｔ ’ １ よ り 短 い Ｔ ’ ２ に
変 更 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ で は 、 処 理 を リ タ ー ン す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 昼 間 の 節 電 作 用 ］
車 載 ユ ニ ッ ト １ の マ イ コ ン １ １ で は 時 計 回 路 か ら の 時 間 情 報 に よ り ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で 昼 間
か ど う か を 判 断 す る 。 昼 間 は 不 正 に ド ア を 開 け て 車 内 に 入 ろ う と す る も の が 人 に 見 ら れ や
す い な ど の 理 由 か ら 夜 間 よ り 盗 難 さ れ に く い 。 こ の た め 、 昼 間 で あ る 場 合 に は 、 図 ３ （ ｂ
） に 示 す よ う に 夜 間 よ り 送 信 信 号 の Ｏ Ｎ 時 間 を 夜 間 よ り 短 く す る と と も に 送 信 信 号 の 間 隔
つ ま り Ｏ Ｆ Ｆ 時 間 を 夜 間 よ り 長 く す る 。 こ れ に よ り 車 載 ユ ニ ッ ト １ で の 消 費 電 流 を 抑 え る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
さ ら に 、 車 載 ユ ニ ッ ト １ で は 昼 間 の 設 定 を 定 期 的 に ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ で 携 帯 機 ２ に 送 信 す る
。 携 帯 機 ２ で は 、 昼 間 の 設 定 を 受 信 す る と 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 受 信 間 隔 つ ま り Ｏ Ｆ Ｆ
時 間 を 夜 間 よ り 長 く す る 。 こ れ に よ り 、 携 帯 機 ２ の 電 源 電 池 ２ ５ の 消 費 電 流 を 抑 え る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
［ 送 受 信 の 同 期 作 用 ］
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ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ 及 び ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ で 行 わ れ る 車 載 ユ ニ ッ ト １ か ら 携 帯 機 ２ へ の 昼 夜 の 設
定 の 送 信 は 定 期 的 に 行 う よ う に す る 。 こ の 定 期 的 な 送 信 に は 時 間 情 報 を 含 む よ う に す る 。
こ れ に よ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 昼 間 で も 夜 間 で も 送 受 信 の 信 号 を 同 期 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
［ 周 囲 へ の 配 慮 作 用 ］
不 正 な ド ア ロ ッ ク ま た は ド ア の 開 き が 検 出 さ れ た な ら ば 、 車 載 ユ ニ ッ ト １ は 昼 間 か ど う か
を ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で 判 断 し 、 昼 間 の み 防 犯 ア ラ ー ム ４ を 作 動 さ せ る 。 昼 間 に 不 正 な 操 作 を
行 う も の は 、 こ れ に よ り 周 囲 の 人 に 気 づ か れ る 可 能 性 が 高 ま る と と も に 、 不 正 な 操 作 を 止
め る よ う に 警 告 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ の 判 断 に よ り 夜 間 と 判 断 さ れ た 場 合 に は 、 異 常 を 検 出 し て も 防 犯 ア
ラ ー ム ４ を 作 動 さ せ な い よ う に し て 、 周 囲 へ の 配 慮 を 行 う と と も に 、 誤 作 動 の 際 に 周 囲 に
迷 惑 を か け る こ と が な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 に あ っ て は 、 下 記 に 列 挙 す る 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ １ ） 車 両 の 異 常 を 検 出 す る 異 常 検 出 器 ３ を 設 け 、 異 常 検 出 器 ３ か ら 信 号 を 得 て 車 両 の 状
態 を 監 視 し 、 間 欠 的 に 信 号 を 送 信 し か つ 異 常 検 出 の 際 に は 即 時 に 警 報 信 号 を 携 帯 機 ２ に 送
信 す る 車 載 ユ ニ ッ ト １ を 設 け 、 車 載 ユ ニ ッ ト １ か ら の 送 信 信 号 を 受 信 し て 警 報 信 号 の 際 に
は 使 用 す る 人 に 警 報 す る 携 帯 機 ２ を 設 け 、 携 帯 機 ２ が 内 部 に 電 源 電 池 ２ ５ を 有 す る も の で
あ る 盗 難 防 止 装 置 に お い て 、 時 間 情 報 を 得 る た め の 時 間 回 路 １ ４ を 車 載 ユ ニ ッ ト １ に 設 け
、 昼 夜 で 送 信 及 び 受 信 の 間 隔 を 変 え る よ う に し た た め 、 昼 間 の 携 帯 機 ２ の 消 費 電 流 を 抑 制
し て 、 携 帯 機 ２ の 電 源 電 池 ２ ５ の 長 寿 命 化 が で き る 。 よ っ て 、 電 源 電 池 ２ ５ の 交 換 や 充 電
の 手 間 を 減 ら し 、 よ り 使 用 し や す く 、 か つ 必 要 な 時 に 電 源 切 れ を 起 さ な い よ う に で き 、 よ
り 安 心 し て 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ ２ ） 車 載 ユ ニ ッ ト １ の 昼 間 の 送 信 間 隔 を 夜 間 よ り 長 く し 、 車 載 ユ ニ ッ ト １ が 昼 夜 の 切 替
信 号 を 携 帯 機 ２ に 送 信 し て 携 帯 機 ２ の 昼 夜 の モ ー ド を 切 替 え る よ う に し 、 携 帯 機 ２ の 昼 間
の 受 信 間 隔 を 夜 間 よ り 長 く し た た め 、 盗 難 が 起 き に く い 昼 間 の 節 電 を 行 い 、 携 帯 機 ２ の 消
費 電 流 を 抑 え て 、 携 帯 機 ２ の 電 源 電 池 ２ ５ の 長 寿 命 化 が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
（ ３ ） 異 常 を 検 出 し た こ と を 車 両 の 周 囲 に 知 ら せ る た め の 防 犯 ア ラ ー ム ４ を 設 け 、 昼 間 に
異 常 を 検 出 し た 際 の み 防 犯 ア ラ ー ム ４ を 鳴 ら す よ う に し た た め 、 周 囲 へ の 迷 惑 の 度 合 い 低
く 異 常 を 検 出 し た こ と を 知 ら せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 夜 間 に は 、 防 犯 ア ラ ー ム ４ を 鳴
ら さ な い よ う に し て 、 周 囲 に 迷 惑 を 掛 け ず に 使 用 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
（ ４ ） 車 載 ユ ニ ッ ト １ か ら 携 帯 機 ２ に 定 期 的 に 時 間 情 報 を 送 信 し て 、 送 受 信 タ イ ミ ン グ の
同 期 を 取 る よ う に し た た め 、 確 実 に 送 受 信 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
以 上 、 本 発 明 の 盗 難 防 止 装 置 を 実 施 例 に 基 づ き 説 明 し て き た が 、 具 体 的 な 構 成 に つ い て は
、 こ れ ら の 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 各 請 求 項 に 係 る 発 明 の 要 旨
を 逸 脱 し な い 限 り 、 設 計 の 変 更 や 追 加 等 は 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
例 え ば 、 実 施 例 で は 、 異 常 検 出 手 段 と し て ド ア ロ ッ ク ま た は ド ア が 認 証 な し に 開 け ら れ た
こ と を 検 出 し た が 、 認 証 な し に エ ン ジ ン が 始 動 し た こ と を 検 知 し た り 、 ド ア ノ ブ へ の 接 触
を 検 知 し た り 、 他 の 車 載 機 器 の 作 動 を 検 知 す る も の で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 車 載 ユ ニ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 携 帯 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 昼 夜 の 送 受 信 タ イ ミ ン グ を 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 車 載 ユ ニ ッ ト の 制 御 部 で の 警 報 に 関 す る 処 理 の 流 れ を 示
す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 の 車 載 ユ ニ ッ ト の 定 期 的 な 送 信 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 図 ６ 】 実 施 例 の 盗 難 防 止 装 置 の 携 帯 機 の 定 期 的 な 受 信 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 車 載 ユ ニ ッ ト
１ １ 　 マ イ コ ン
１ ２ 　 送 信 回 路
１ ３ 　 ア ン テ ナ
１ ４ 　 時 計 回 路
２ 　 携 帯 機
２ １ 　 マ イ コ ン
２ ２ 　 受 信 回 路
２ ３ 　 ア ン テ ナ
２ ４ 　 表 示 器
２ ５ 　 電 源 電 池
２ ６ 　 警 報 機
３ 　 異 常 検 出 器
４ 　 防 犯 ア ラ ー ム
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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